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タイトル：職員のストレス軽減、入浴拒否、排泄拒否
の強い方に対してのケアについて

事例として…

入浴拒否、排泄拒否(トイレ排泄、交換)が強い利用者に対して不適切な
対応、ケアに繋がらない様にする為にはどの様にしたらよいか。

取り上げた動機…

・一人一人ストレスの感じ方は違っており、積み重ねが虐待に繋がると考えられる為

・入浴拒否、排泄拒否が強い方のケアについて対応方法を話し合うきっかけに繋がる為。

・快適な生活の場を提供できるようにする為。



目標

・職員一人一人が多少でもストレスを解消し
不適切なケアに繋がらない様に理解を深める。

・利用者が快適に生活が出来る様な場を作れ
るようになる。



実習課題

・職員のストレス度合について

・入浴拒否、排泄拒否の介助におけるストレスとは

・利用者が思うストレスとは



実践内容・実践結果

実践内容

①職員へストレスチェックを行い、現在のストレスの数値を把握する。

チャットＧＰＴ作成・管理者・介護職員対象(７名)

実践結果

７名の職員へ実施を行い、平均３０．７１点でした。

ほとんどの方が高くストレスを抱えている事が数字で分かった。



実践内容

➁職員が思う入浴拒否、排泄拒否における
ストレスとは？

実践結果
拒否に対するストレスが多数出て、解消に
つながる意見を話し合うことができ、情報
の共有の大切さを実感できた

対応策会議



実践内容

③利用者が拒否を行う思いについてモニタリン
グを行う

対応策会議

・バイタルやその日の体調の変化を確認しながら入浴の調整を行っていくようにする。

入浴へお誘いする際は日常会話(昔話や趣味)などの話を行いながら話の流れで

お誘いすると比較的に拒否は少ない。

拒否が強い日は無理にお誘いせずに、入浴日の調整を行い、対応を行う。



実践内容

③利用者が拒否を行う思いについてモニタリングを行う

排泄拒否

４日間の観察で分かった事

対応策会議



実践内容

④対応を基に５日間実践を行う。

入浴 入浴



実践内容

⑤実践終了後再度職員へストレスチェックを行う。
→実践前と比較し軽減の確認を行う。

実践前
３０．７１

実践後
２３．７１

職員間で各自のストレスとなる課題を出し合い、
他の方の意見の共有ができ、利用者のモニタリン
グを行うことで、拒否に対する理由などが分かり、
お互いにストレス軽減につながった事が分かった



考察

今後の取り組み
今回の研修を通して職員はどうしても時間を気にしすぎて、肝心な利用者の思いなどを聞き入れる事が 

出来ていない事があるので、定期的に職員に対するストレスチェックを行い不適切なケアにつながる前に 

対策を考え、利用者の拒否に対するモニタリングを継続し、お互い快適にケアが出来るようにしていきたい 

と思います。また、職員の入れ替わりや入社職員がでた場合、その都度情報の共有を行っていきたいと 

思います。 



ありがとうございました
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